
「広島神楽」定期公演へようこそ！

※出演者は予告無く変更になる場合がございます。
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　信州の国は戸隠山が舞台となり、紅葉が深山を飾る山中で、民百姓を苦しめ悪事を働く鬼女が住んでいました。そこへ戸隠山
の深山に入り道に迷い込んでいた平維茂とその従者を見つけ、鬼女たちは紅葉狩りの酒宴をひらき誘い込みとり食らおうとしま
す。平維茂らはその策にはまり酒に酔いつぶれ眠り込んでしまい、鬼女が取り食らおうとするその時、天より八幡大菩薩が降臨し、
鬼女たちを追い払い、成敗するよう神剣を授けました。これにより平維茂らは激しい戦いの末、鬼女を成敗するという物語です。
　登場する鬼女の大将は、史実としては幼少のころは呉葉（ｸﾚﾊ）と名乗り、成人した後は更科姫と名乗っていたようです。更科姫
は源経基（ﾂﾈﾓﾄ）の寵愛を受け子供まで為しました。しかし遂に源家を我が手に治めようとするのが陰陽師に正体を見破られ信州
へと流されました。信州では占いや呪術等を用いて里人の病や悩みを癒してくれるので里人からは尊く慕われていましたが、京の
都が恋しくなり同じような都を造ろうとしますが、そのことが京の都にも知れ、怪しいものとされ征伐されました。その時更科姫は
23歳だったと言います。

第一幕『紅葉狩』（もみじがり）

　出雲の国に暮らす足名椎（あしなづち）・手名椎（てなづち）老夫婦には八人の娘がいました。しかし年毎に一人またひとりと大
蛇に飲み取られ、七人まで娘を失いました。そしていよいよ八人目の姫が飲み取られる季節となり、老夫婦と八人目の姫・奇稲田姫
（くしいなだひめ）は嘆き悲しんでいました。そこへ高天原（たかまがはら）から舞い降りた須佐乃男尊（すさのおのみこと）が通り
かかり、その訳を聞きます。
　尊は、大蛇退治を決め、老夫婦に八塩折（やしおり）の毒酒を造らせ酒を入れた樽の後に姫を立たせます。やがて、どこからとも
なく大蛇が現れ、毒酒に映った姫の影を飲み干していきます。酔いの回るほどに暴れ狂い、しだいに酔い伏してしまいます。これ
を待ち構えていた尊は、壮絶な戦いの末、大蛇を退治します。
　大蛇の腹を切り裂くと、一本の刀が出てきます。これを天叢雲剣（あめのむらくものつるぎ）と名づけ、天照大神（あまてらすおお
みかみ）に捧げます。そしてめでたく奇稲田姫を妻とし、平和で豊かな出雲の里で暮らしていくという物語です。

第二幕『八岐大蛇』（やまたのおろち）

旭神楽団プロフィール ～山県郡北広島町～
　神楽伝承は定かではありませんが、戦前までは六調子の神楽を舞っていたようです。
　戦時中は活動を中止していたようですが、昭和28年ごろ当時の若者が高田舞を導入し新舞を中心にした神楽団としてよみ
がえらせ、昭和30年代半ばから各地の競演大会で優秀な成績を収めておりました。
　その後一時期団員の減少や高齢化などで低迷していましたが、平成に入ったあたりから、若い団員が奮起し、厳しい練習
を重ね「真に神楽の粋を極める」を大目標に、芸の習得に取り組み神楽の伝承・保存に努めております。

あさひかぐらだん


